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広島市乳幼児教育保育支援センターだより 

令和６年度 第６号 
乳幼児教育保育支援センターHP 

令和６年度第１回広島市幼稚園教諭・保育士主任等合同研修会 

乳幼児教育保育支援センターが開催した各種研修の様子を紹介します♪ 
 

 

 

本研修は、山下先生による冒頭のアイスブレイクから、終始明るい雰囲気で参加者が語り合い、現在のこ

どもを取り巻く国の動向を学んだ上で、２０年後の社会を想像してこどもたちに必要な力について学び、そ

こに向けてミドルリーダーとして果たす役割を考えました。 

令和６年度第２回広島市幼稚園教諭・保育士主任等合同研修会 

「これからの幼児教育・保育の方向性と質の高い教育・保育の実現に向けて」 
～ミドルリーダーが果たす役割～ 

 

 

本研修では、「主体的・対話的で深い学び」、「誇りを持って仕事をしよう」、 

「園の風土を育てるのはあなた」といったキーワードの中に、科学的にこどもを見取る、言語化と対話、

園を開く、こどもを信頼する、同調してしまう危険、雑談の重要性など、実践的なお話をお聞きし、ミド

ルリーダーとして園内の風土づくりについて考えました。 

 

「保育者の専門性を高めるための風土づくり」 

【講師：中丸 元良 先生】 

【会場の様子】 

参加者のアンケートより 

・ミドルリーダーとして、前に進む力になった。他の園の方と話が出来て良

い機会になった。 

・ミドルリーダーとして心掛けることや、職員とのコミュニケーションを図

っていく事の大切さを学んだ。 

・とてもわかりやすく、楽しく学ぶ事ができ、主任、ミドルリーダーの役割

の負担感が責任感に変わる様な内容だった。グループ討議がたくさんあっ

たのも、他園の状況や考え方を知る機会となった。 

・20 年後の世界を想像し、こどもにどんな力をつけるのか、そのためにど

んな保育をするのかを考え、自分の中で目標を明確にする目安となった。 

【講師：山下 文一 先生】 

【会場の様子】 

参加者のアンケートより 

・言語化することで対話が生まれ、専門性の向上、やりがい、誇りをもつこ

とができることを学んだ。 

・保育士が誇りを持って働くためのヒントがたくさんあった。 

・言語化するためのキーワードをたくさん教えていただき、明日からの保育

に活かしたいと感じた。 

・こどもの保育はもちろん、保育者にも「主体的・対話的な学び」が大切だ

と言う事を学んだ。 

・自園のカラーや風土とは何かを考えるきっかけとなった。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～今回ご紹介した研修会～ 

研修会名 開催日時・会場 講師 参加者数 

令和６年度第１回広島市
幼稚園教諭・保育士主任等
合同研修会 

日時：令和６年９月９日（月） 
14：00～17：00 

会場：JMSアステールプラザ 
（中ホール） 

高知学園・大学高知学園短期大学 
学長・教授 山下 文一 先生 

187名 

令和６年度第２回広島市
幼稚園教諭・保育士主任等
合同研修会 

日時：令和６年１１月１２日（火） 
14：00～17：00 

会場：JMSアステールプラザ 
（中ホール） 

学校法人有朋学園  
かえで幼稚園  
理事長 中丸 元良 先生 

159名 

令和６年度広島市幼稚園・
保育園・認定こども園等 
施設長等合同研修会 

日時：令和６年１１月２０日（水） 
14：00～17：00 

会場：JMSアステールプラザ 
（中ホール） 

学校法人渡辺学園  
港北幼稚園・認定こども園 
ゆうゆうのもり幼保園  
理事長・園長 渡邉 英則 先生 

134名 

お問合せ先 広島市乳幼児教育保育支援センター  

          〒７３０-８５８６ 広島市中区国泰寺町一丁目６番３４号 

          TEL:（０８２）５０４-２８３３ FAX:（０８２）５０４-２２５５ 

          E-mail: nyuyouji@city.hiroshima.lg.jp 

令和６年度広島市幼稚園・保育園・認定こども園等施設長等合同研修会 

 

 

本研修では、国の動向について共通認識を深めた上で、自園や横浜市での取組の具体例を渡邉先生から

ご紹介いただきながら、多様性、話し合い（対話）、職員の自己肯定感、研修の重要性などについてお話

しいただき、参加者は、職員同士が保育を楽しみ、成長し合い、安心して働き続ける職場となるための様々

な視点を学びました。 

「魅力的な園づくりとは」 
－職員同士が保育を楽しみ、成長し合い、安心して働き続ける職場となるために－ 

 

【講師：渡邉 英則 先生】 

【会場の様子】 

今後も広島市乳幼児教育保育支援センターの研修への参加をお願いします。 

 ご紹介した各研修会は、いずれも、広島市私立幼稚園協会、広島市私立保育協会と共催しました。 

参加者をはじめ、ご協力いただいた各幼稚園・保育園・認定こども園等の皆様に心より感謝申し上げま

す。こうした研修会は、令和７年度も開催を予定しております。詳細が決まりましたら、皆様へお知らせ

いたしますので、次年度も積極的にご参加くださいますよう、よろしくお願いいたします。 

 

 最後になりますが、今年も大変お世話になりました。皆様、どうぞ良いお年をお迎えください。 

参加者のアンケートより 

・職員間の対話の大切さを実感した。仲良し集団ではなく、お互いに良いと

ころも、マイナスな面もアドバイスし合える集団を目指したい。 

・たくさんの事例、動画を交えた講義は具体的でわかりやすかった。また、

こどもや、保育者の活き活きとした表情が印象的だった。 

・こどもや職場の保育士の声を取り入れて保育を進めることが、こどもたち

の育ちにどのようにつながるのかを学ぶことができた。自園でできるとこ

ろから始めたいと感じた。 

・職員の「やってみたい。」という気持ちを実現できるようマネジメントし

ていこうと思った。 

・対話、人との繋がり(地域との交流)、保育園はみんなが成長する場を提供

するところという内容が印象に残った。 

・「リーダーが方向性を間違えると組織はバラバラになる。」という言葉は、

自園の問題点に直結していると感じたので、見直していこうと思った。 


